
モデルを用いた画像認識

自動で顔にぼかしを入れよう！

情報とデータサイエンス



「顔認識AI」

実は「データサイエンス」単元と深い関わりを持つ



データサイエンスというと…？



「データ」から学習し、作ったモデルで検出
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この動画でやってみること

学習済みのモデルを使って、

顔の検出・ぼかしに挑戦してみよう！

学習については別動画で！



OpenCVとは？

● OpenCV (Open Source Computer Vision 
Library)

● インテルが開発・公開したオープンソースのコン
ピュータビジョン向けライブラリ

● Google Colaboratoryですぐに使うことがで
きる！



出力結果の解釈

faces→検出した顔のリスト
顔番号 x y w h

0️ ⃣ 222 47 75 75

1️ ⃣ 302 56 83 83

2️ ⃣ 230 180 54 54

x  : 左上x座標

y  : 左上y座標

w ： 幅（width）

h ： 高さ（height) 
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コードの説明

for(x,y,w,h) in faces:

cv2.rectangle(img,(x,y),(x+w,y+h),(255,0,0),3)

facesリストから、

順番に顔データを

取り出す。

矩形(≒四角形) (x, y): 矩形の左上の頂点の座標
(x+w, y+h): 矩形の右下の頂点の座標
(255, 0, 0): 描画する矩形の色。BGR形式。
3: 矩形の線の太さ。
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コードの説明

(222,47)

x=222,y=47,h=75,w=75

h=75

w=75

for(x,y,w,h) in faces:
face = img[y:y+h,x:x+w]
face = cv2.blur(face,(55,55))
img[y:y+h,x:x+w]=face

face

img

#顔部分を切り出す

#切り出しにぼかしを入れる

#元の画像データに戻す



発展

● 検出モデルを変えてみる
haarcascade_frontalface_alt.xml → haarcascade_eye.xml

● 精度を高めるためには？
○ 「誤検出」や「検出漏れ」もある →パラメータを調整してみる
○ カスケード型分類器以外を試してみる etc..

● 顔に間違われるものには何がある？

● 様々なシステムを作ってみよう！


